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写 113 厳原◎の一部と蝦原①の全景 BZI3-(2)

















写 1-5 蝦原④ (側面)














写 116 豆酔海岸 (波蝕棚前半部)
⑤ 豆酸海岸付近の波蝕棚 (写 1-6,7)





























































- 1 0 -
2.対 馬 の 歴 史 地 理
浅 茅 湾































































城 山 - ノ木 戸
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b これらの木戸は ｢木戸名簿｣に記され,名簿は ｢保長｣が保管すること｡





































独英 (イカ ･あわび)中心O段地はなく,純粋な漁村であるO現在の戸数 150戸で,戦後
増えたものである｡
対馬全体と同様,この曲の部落も他から入ってくるのを妓う傾向があった｡この理由のひ



















































義により,権利を主張 したあらわれらしい｡ここでの寄掛 ま木戸の次男 ･三男などで外から
きた人はほとんどいIj:いOいわゆる分家寄留である｡戦前には,次男 ･三男は土地 ･家など
-房O-
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久 和 曲 久 田
自 然 的 条 件 久和浦に面している J阿須浦に面 している 久田浦に面している
(土地,山林) 漁村であるoまた, 漁村で.背後はすぐ 漁村で,田も少々あ
田もあり,農巣可能o に山であり.康雄用 るo背後は山に閉ま
山に囲まれているo漁 場 は 地はまったくなくす れているo厳原に近
ベて腺炎にたよって いため,交通の便も
いる○ (海女で有名)す べ て 豊 か よく.かなりひらけているOで あ o
お も な 仕 事(現 在) 虚業,漁果,市町- 漁 業,市町へ 虎薮,漁業 2軒,ほとんど市町へ
現 在 の 戸 数 67-68戸 約150戸 約300戸
本 戸 数 34戸 47戸 46戸
寄 常 数 不 明 22戸(分家寄留)
1-2p
木 戸 の 共 有財 産 有 無 山林を持つ な し 山林を持つ
漁業権 (戦前) 木戸独占 木戸独占 本戸独占
(戦後) 平 等 平 等 平 等
-木 戸 の 珠 の相 続 時 期 親が隠居するとき 親が死亡 した時,直接孫に譲ることもある○
木 戸 の 寄 合 用件のあるとき公民. 盆 .正月 (現在は 3 用事のあるとき,以
館で行うo現在は寄留も参加し.月)必要のあるとき 酌は区長の家,現在臨時総会を細くo平等である○ は公民館○
木 戸 の 長 区長 1人木戸の中か 1戸 1人で半数以上 区長,肝より.下役
(任期 .選出方 ら選ぶC任期は 1年 ･参加○区長 1人選出o の三役0本戸の中か
法)現 在 だが続けて行うことも可o寄留をも含めて選出○ 任期は 1年o寄留出身o ら逃出o任期 1年.区長は木戸46戸の長
-22-
久 和 曲 久 田
ではなく,別に役場を通 じての長がいるO
葬 制 基 本戸がまん中,寄留 端o
台 帳 木戸寄留の別,部落 町相に,地臥 名簿
で守らなければなら とともに,保管o区
ないことO寄留する場合の受け取り人,財産etc,が啓かれて るoおしつね帳と う 区長が保管o 長が管理o
盆 お ど り 木戸が主催 して.寄留は見るだけで参加できない○
共 有 山 林 共有山林を-部分割 共有山林なしo 46戸の木戸の共有山
したが,現在も木戸 林は昔から固定o非
で所有O 常に多くあり,木の状態,土地の質で面帝を決め-部分割○
そ の 他 寄留は,木戸に許 し 山林を持たないため, 木戸に山荒 し代を寄
を得てたき木を得. 本戸 も周囲の山を 5 留は払う○
やとわれて股菜を手伝う○ ～10年契約で借りるo
こうやって整理 してみると.調査不手際を櫛悠するが,木戸 ･寄留制度の将来を展望 してみ
たい｡

































第 2図 〔自然動態 ･社会動態の推移〕 (町民珠的)
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l 5 -9 I
1.400 l.000 500 0j 500 1.000 l.400
(注)国勢的壬より作成
図3-d 昭和45年度人口ピラミッド
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図3-e 昭和50年正人ロピラミッド






































(井 上 .正 義 )
4図 産業別構成比の推移
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4. 対 馬 の 漁 業
(1)推 況











表 1, 漁 車 種 別 経 営 体 数
区分午総 数 無動力 動 力 大 型小定食網 地 びき 網 巷 殖0-5トン 5-10トン 10トン以 上 計 葦 賛 魚 類 その他
45 3.540 295 2.409 272 338 3.019 33 1 180 7 5
46 3,502 267 2,341 270 384 2.995 32 i 183 19 5
47 3.541 232 2.311 293 463 3.068 33 1 180 22 5
48 3,728 202 2,139 347 513 agog 37 5 140 25 36
49 3.797 133 2.239 359 525 3.l23 31 - 138 31 28
表 2. 規 模 別 漁 船 数
区分午総 数 無動力船 船 外 繊付 船 動 力 船計 0--3トン 3-5トン 5-10トン 10-～2トン 20トン以 上
45 4.920 1,309 381 3,230 1.757 889 242 310 32
46 4.877 1,250 389 3,238 1,703 892 251 348 44
47 4.925 1,186 405 3,334 1.644 937 280 388 85
48 4.730 825 827 3,078 1.296 944 314 449 75
49 4.771 676 785 3.310 1,502 957 321 456 74
50 4.640 304 897 3.439 L5tig 989 350 455 76
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表 3. 漁 船 曲 集 生 産 丑
単位 :トン
午 合 計 敷 桐 刺 網 い か 釣 そ の 他の 釣 は え 縄 定 置 網 そ の 他
45 31.820 17 1.373 ll.911 4,159 517 1.854 5.989
46 24,563 183 L511 11.830 3.224 436 2,387 4.992
47 39.774 315 L297 2&712 1.842 573 3.204 3.831
48 36,057 444 975 21.061 3,860 639 1,709 4.369
49 27,099 516 905 lil10 1.999 470 1.852 5,887
50 22.075 243 546 lL981 1.619 418 1.638 5.627
-33-
表 4. 養 殖 漁 米 生 産 血
は ま ち た い真 珠 真 珠 母 旦 わ か め の り か き
45 157 - 5,079 70 270 0 66
46 245 -3,753 40 591 1 17
47 151 -2,808 6 707 20 2
48 284 45 3,300 8 966 4 7
49 486 132 4.070 46 528 6 7
50 731 89 3,960 71 571 17 1
単位 '. は まち,たい,其珠母且,わかめ (トン).真珠 (キログラム),のり (千枚)
この漁獲高減少のなかで.育てる漁業への移行として集殆漁業の生産丑が増加 しているQ






































表 5.1 漁船数 (規 模 別)
50年漁船数 51年 漁船 総 数(A十B) 動力漁船ph (A) 動 力 漁 船 無動力漁船B) その他船舶-3t未 満3-51 5t未満 5-､10t 10-乞ot20-≡Sot
隻 数 988 1.000 i96 650 1日 797 37 55 7 104 40
表 5.2 漁船数 (漁業種類別)
動 力 漁 船 計
一本的 採且蔀 延 蝿 刺 範 運搬船 定 置 雑













衰 al 魚種別陸湯量 (1976年)
総 量 ① ② ①
総 数 5.473t 豆 殻 2.014 厳 原 919 内 院 391
負類 ぶ り 乙139 豆 .穀 1.289 小 茂 田 265 内 院 99
い さ き 395 小 茂 田 147 豆 醗 108 阿 遵 37
し い ら 245 豆 酸 206 阿 須 湾 39
ま ぴ な ど 242 内 院 120 久 和 90 安 神 32
か つ お 134 厳 原 34 小 茂 田 25 豆 奴 24
た い 78 豆 殻 26 厳 原 12 阿 須 湾 10
よ こ わ 135 厳 原 103 内 院 8 豊富東 . 6
さ は ll 鞍 原 10 安 神 1
か れ い 5 厳 原 3 阿 須 密 2
ひ ら め 2 尾浦,久和 1
そ の 他 434 豆 酸 SO 阿 遵 53 久 和 45
水勤産物 い か LO93 厳 原 614 豆 殻 113 阿 須 湾 101う に 16 阿 須 30 阿 連 25 豆 板 40
負# さ ざ え 163 豆 板 56 阿 遵 25 阿 須 20あ わ び 40 阿 須 ll 豆 酸 7 連 6
杏類 わ か め 33 豆 酸 15 久和,阿連 5 小 茂 田 4
て ん ぐさ ll 久 横 浜 3 豆取.小茂田 2
ふ の り 6
の り 5 殻 4 阿 1






区分漁兼種類別 疎 霊糊 金 額 (円ー 形
刺 網 (警 … 芸 刺 :,y 網 一等星4叩 130.934,000 4.29
地 引 網 き び な 地 曳 307.990 79.019.000 乙59
か づ ら 梱 た い. い さ き aT写生 2,98aOOO 0.01
い か 棉l 生 い か 611.815 578,24LlOO 1&96
′′ す る め 8.852 29.427.000 0.97
ぶ り 一 本 釣 ぶ り . ひ ら す 368.年TS 17&04aOOO 5.畠4
た い 一 本 釣 た い r⊥5.-467 3l.059.200 LO芝
そ の 他 の 釣 雑 魚 583.日0 てべI.694.100 5,.30
嗣 付 漁 其 ぶ り . た い 乙825.761 L32L854.000 43.35
潜 水 漁 業 さ ざ え . あ わ び 3.0帥 4.709.000 0.20
提 且 ウ ニ . ガ ゼ 50.076 61,lgtOO 巴OL
〟 き ざ え , あ わ び 28&887 200.054.000 6.56
採 藻 若 布 . ヒ ジ キ .天 草 187.516 12.230,000 山0
しいら破漁集 し い ら 2化Ot)U 121.013.000 3.97















月漁協名 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 合 晶 水 提 患 水 揚 金属
厳原町 阿連 530 2.670 3.560 1.50L590 9.500 60,000 33.136.500
〝 小茂田 1,531 6,770 9.040 2.9404,02 24.303 273,000 181.163.745
〝 久枝浜 480 LO60 2.440 3,260i,460 8.700 化000 25.231.824
〝 瀬 500 1.090 2,500 3.365 1.475 &930 55,000 3&012,916
N 豆殻 I.890 4.120 9,500 1 2,690,033.770 470.000 292.293ー6 24
" 浅藻 1,500 3.280 7.550 4.226,872 390,000 28LOO9.464
















ように,するめをはす風宜などはみられない｡このほかにも,唐津 ･北九州 ･下関 ･岡山中








[& # 副 & # %-
ー 側 t漁業 ♂
図 2 匿1 3



















































































ズがほとんどで,87tDtの大サイズは 1割 しかない｡なお,第 5監=こ示した作業過程を,カレン
-41ェ
鴨居瀬のイカつり舶
挿 核 作 業
万粥の真珠養殖場
- E!蔓 -
















表 8. 過 去 10ヶ年 生 産 高 推 移
年 次 看 業 体 数 生 産 数 量 贋) 平 均 単 価円) 金 額 軒円
41年 83 1,620 1.369 2.217.780
42 且5 1.757 746 1.310,722
43 且5 1,435 594 852.390
44 且5 1.029 696 716.184
45 83 999 604 603.396
46 82 873 915 798.795
47 80 857 1.052 901.564
48 77 705 1,200 846.000
49 77 1.086 1.200 1,300,000















































福田 墳乱 松谷 純子＼
明石由美子 藤原
史子ノ
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番号 性別 アワビ サザエ 備 考
Ml2 男 20,8kgaO な し )21';三雲:.皇書写;o 脚 のモ
Wl 女 22.gk9 7.5kg 40代後半とみられる○












W3)｡ アワビには3撞類あって, "マタ九 アカ,クロ､と呼ばれるそうであるが,一番値

























































































をしのんで作られた ､海 女の船歌､を記しておく｡ (寺 尾 健 丸 永 野 逸 美)

































































































住 宅用 地 エ 鉱 業用 地 適 時用 地 そ の 他産物用地 植 林 そ の 他 計
厳 原 88a 2一a 一之 18a 96a Oa 230a
美 津 島 41 57 0 6 48 22 174
豊 玉 33 10 0 3 60 0 106
蜂 9 3 0 3 6 0 21
上 果 16 12 0` 0 60 0 88

















肉用牛は,現在飼養戸数401戸,頭数542頑の内.繁殖牛 233頑 (仔牛生産 140頑) 1戸
平均飼養数1.4頭であるが,内山地区に昭和44-45年に農薬構造改蕃中英団休営草地開発



















長 崎 県 対 馬 壱 岐 五 島













噸40 45 50 51
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町 名 自然 観 光 資 源 人 文 観 光 糞 源









豊 玉 町 長崎鼻,烏帽子岳 和多津美神社
池田蘇,網島三島さざなみの化石おろしか湾 豊玉民俗史料鎗
埠 町 青海峠 木坂海神神社
野鳥の森 佐丑円通等,佐現漁港の漁火
上 県 町 千倍蒔山 硬XIJ船.佐須姦港
凄浜.勧紐原始林 塔納亀跡
志多留 .樽崎 .田の浜海岸キタタキ生息地 大将軍山古墳
上 対 馬 町 美宇田浜,海粟島オメガ塔等の大銀杏 鰐浦ビーコン韓国展望台朝日山古墳
一一67-














































木 坂 神 社
千 俵 蒔 山 ･L-･･--･-
(287.4m)




































8月15日 (旧) 厳原八幡宮例祭 准 原





② 観 光 産 業
a.宿 泊 施 設
町 名 普 通 旅 館 民宿,特殊施設 合 計
店舗数 客 室 定 員 店舗数 客 室 定 点 店舗数 客 室 定 点
厳 原 28 278 621 5 36 143 33 314 764
美 津 島 3 20 45 20 93 368 23 113 413
豊 玉 3 18 39 ll 39 153 14 .57 192
峰 5 29 61 2 ll 92 7 40 153
上 県 8 53 122 6 21 89 14 74 211
上 対 馬 9 75 185 4 13 56 13 88 241






















定員町名 0-9 10-､19 20-29 30-39 40-59 60-
厳 原 5 25 7 43 21 5
美 津 島豊 玉 186 63 1蜂 1 1 4



















船 名 t 数 速 力 定 見 億 考
フェリー はかた 1.732 18.5kt 931人 lS5比 丘 就航
比田勝,小倉航路 (九州郵船株式会社)
所要時間 6時間 1日1使



































番号 区 間 運行回数
1 厳 原～瀬 3回
2 〝 久根浜 1回
3 〝 推 根 3回
4 〝 桟 橋 2回
5 " 井 知 23回
6 〝 空 港
7 〝 赤 島
8 〝 比田勝 4回
9 耗 知～尾 崎 3回
10 仁 位～曽 4回
ll " ～小 網 5回
12 三 根一志多賀 4回
13 比田勝～蹄 浦 4回
番号 コ ス 所要時間
1 厳原市内～上見坂公園～厳原 3時間













クシ 会ー社が6社ある｡うち厳原に4社あり,タクシー40台を保有 している｡ (昭和


































厳 原 町 1.653,000円
糞 津 島町 972.000"
豊 玉 町 662,000〝
峰 町 546.000〝
上 県 町 690.000〝
上 対 馬 町 80aOOO ′′
小 計 5,329.000 円
川)会 費
旅 館 組 合 500,000
九 州 郵 船 300.000
対 馬 交 通 300,000
全 日 空 300.000
タクシ-,ターミナル,民宿土産,料飲,建協そ の 他 200.000×31 ,7












年 月 事 業 内 容
52. 5. キャッチフレーズの検討











b.行 政 税 関
対馬の観光安原の開先.保存.交通基盤の整備などを突板の革某として行なうのは,行政
の仕事である｡観光 と直結する串糞として公園施設整備事業を上げると次のようである｡
町 名 事 英 名 事 業 費 県 補 助 金
# 年度 原 豆板尾崎公園整備亭英 L700.000 680.000
厳 原 尾浦海水浴場休憩施設 1】950.000 780.800
美 津 島 万関休憩施設 I.270,000 508,000
上 県 井口浜海水浴場関連施設 1.700,000 680.000
上 対 馬 合歓の木公園整備 2,757,370 i.120,000
# 年産 原 尾浦海水浴場監事墳設置 2.500.000 1.000.000
夷 津 島 万関団地整備 350.000 140.000
豊 玉 和田都美自然公園施設整備 800,000 320,000
上 対 馬 合歓の木公鼠道路整備 2.000.000 800.000
50年度厳 原 滑水山公園地整備 1,200.000 480,000
美 津 島 難知浦叩薗地整備 3.400.000 i,36CMOO






③ 観 光 客
対馬oj観光客入込故の年次変化をグラフ化すると下の団のようになる｡
4,800.000′●













































































































在型 レジヤ-に十分対処できるとは言い難 い .こうした問題について,対馬支庁の高相氏.





















































年度区分 40 45 50 50/40 伽
農 家 戸 数 (AI 22.190 18,463 14.463 65.2















31 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 4 6 47 48 49
(昭和)
昭和36年まで敬増 しているが,その乱 昭和40年まで横ばい状尤凱こ推移 し･昭和44年に
微増 したのを除き,一方的な減少を示 してきた｡最も耕地面積が大であった昭和 0年から






主要盟作物作付面積及び収階高 (機軸49年 単位 '.如.kg, t)
水 稲 甘 大 豆 小 麦 大 麦 裸 麦
作付面桜 舶 6 70 183 100 2 I 130







なった｡文久元年 (1861年)には 3,146頭が飼育されていたが,昭和25年には 3.000頭を














事 業 区 分 事 美 名 昭 和 48年 度 ～ 昭 和 50年 度
地 区 批可 受 益 面 石紳d 小 串 や査 ｣ 事 業 珊千PI
過 疎 基幹農道 2 190 7,580m 695,598
普 通 農 道 19 675 32,859Tn 867.314
農 道 舗 装 3 114 ll.900m 138.940
盟 地 造 成 2 71 71J.a 2 43 .541
圃 場 整 備 1 12 1.2J,a 20.950
小 計 31 1.500 農道64,309m 2,405.938
防 海 岸 保 全 17 126 3,477m 548,012
災革 災 害 復 旧 799 1.342,425
莱 小 計 816 1.899,437
合 計 847 1.626 4.296,375
今後の事尭計画
事 業 区 分 事 業 名 昭 和 51年 度 ～ 昭 和 58年 度
地 区 附 受 益 面糾 事 業 量(毘 ) 事 美 兜的
土也改良事莱 農 免 農 道 2 150 3,6007n 225.000
過 疎 基幹農道 2 180 3,900Tn 2】臥000
普 通 農 道 19 450 23.480TL 949,000
農 道 舗 装 25 950 45.9007n 463.000
畑 地 海 況 2 80 80山 85.000
海 就 排 水 16 244 244わ 234.000
小 計 66 2.054 乙174.600
防 海 岸 保 全 14 140I 23,480m i.171,500
衣串 災 専 復 旧 12 34.300


















事項町名 凪場 整 備 出 道 整 備 そ の 他 の土 地 改 良 段通とその他の土 地 改 良 整 備 済 墓贋Lti吾






















漁業も年 衰々退 し,するめ加工の原料も不足がちで北海道i;遍くは外国から原料を輸入 し
ている現状である｡
いかの生産血 膿 林統計年報〕 l
年度 鼎 計 対 馬 計 構 成 比
蛤 漁獲丑 左 の うちい か 冶 漁凍上 左 の うちい か 5t未満の漁船のいか 8//A D/B D/C E/D
A B C D E
46 754.403 25.561 24.563 i/L830 5.719 3.4 46.3 48.2 4&3
47 711.403 41.022 39.774 28.712 7,349 5.8 7.0.0 7a2 25,6
48 673ー661 37.647 36,057 24†061 7.507 5.6 63.9 66.7 3L2








生 産 丑 (農林水産統計) (単位 :t)
種 類年度 合 計 敷 網 利 親 い か 釣 その他の釣 はえ縦 定取鍋 その他
46 24.563 183 1.511 ll.830 3.224 436 2.387 4,992
47 39.774 315 1.297 28,712 1,842 573 3,204 3.831
48 36.057 444 975 24.061 3.860 639 1.709 4.369





実施箇所数 事 業 費 補 助 金
国 庫 県 丑
漁 46 22 55,200千円 27,600千円 18,400千円
填 47 13 49,800 24,900 16.600
#席辛 48 9 54,600 27.300 la20049 7 33.000 16.500 ll,000
# 計 51 19乙600 96.300 64.200
漁 施 46 15 127,279 ~44.048 31.'427
菓 設 47 10 204,929 59,352 40.345
近 整価代 事 48 7 178.219 55,714 39.14749 5 237,529 48,948 32,632
化 業 計 37 747.953 208,062 1431551
合 計 88 940ー553 304,362 207.751
大 事 46 5 (4,785個) 76,420 45,852 30.568
型 47 8(色912′′) 128,720 77.232 51.488
負樵設 48 3(2.334〝) 51.450 30.870 20,58049 5(3,814/) 93.482 56.089 37,393




奥地箇所政 事 業 費 姉 助 金 l 事 業 内 容





実施箇所敷 革 巣 食 頼 助 島 事 業 内 容
国 麻 県 焚
50辛皮 大 型 魚 礁設 置事 典 1 千内18,900 干Fqll.340 十の7.560 1.51TL角 770個
合 計 1 18.900 lL940 7.560
51年度 大 型 魚 礁役 &* # 1 22,200 I,13,320 8.880 1.5m角 767個
並 製 魚 礁設 定事 集 2 6.000 3.0(捕 2.000 1,5m角 117個98
人 工礁 漁場造成事業 1 140ー000 98000 42.000 1,5m角 1.429個3OTn 114I.0 70
また,県の単独補助事業として県単梼竜改音事業および漁協合併に対する助成清武とし
て,漁協合併対策事業を実施 している｡昭和51年度の実執 ま次のとおりである｡
実施箇所数 事 典 や 補 助 金 畢 菜 内 容
県 費 町 中










昭和26年にスタートした第 1次漁港整備計画から現在の第 5次計画までに着手 し,港内
波浪条件の支配を受けなくなった港数は18港で全体の36%に過ぎない｡
第5次整備計画では41港について,松野集貿156億円 (うち県営港 1276億円)で着手















































午区分 46年 47年 48年 49年 50年
対 馬 (A) 148 180 140 310 402








町 名 民有休面恐山) 豊通全集甥 設貯(,no竜骨酢蒜■雪篭智(蒜
厳 原 町 la022 106,884 32.594 8.9 a.7
美 津 島 町 9.964 41.308 17.618 4.1 L8
豊 玉 町 6,548 49,161 34.222 7,5 5.2
峰 町 5.097 45.233 26.014 &9 5.1
上 県 町 13.734 82,900 44.752 6､0 3.3
上 対 馬 町 9,065 100.648 36.875 ll.1 4.1












年度区分 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 計
計 画 50 100 150 200 250 250 250 250 250 250 2,000








年度区分 44 45 46 47 4g 49 50 51 52 53 計
計 画 300 300 400 500 500 600 600 600 600 600 3,000
実 組 300 300 400 500 496 353 長期計画を改定するl l l
二郎3-
造林の計画 (単位 :Aa)
年区分51 52 53 54 55 56 57 58 5g 60 34年-50年の 実 耕l計
新 植 200 200 250 250 300 300 300 300 300 270 1,330 7.000
補 植 180 140 140 190 190 240 240 240 240 240 3,70Ll 51,740

























功に期待 したい｡ 井上 随治,藤原 清志, 三垣 良子
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ⅠⅠ 昭和53年度巡検 レポー ト























写214佐渡専行所跡 (石垣と松) 写 2-5 宗太夫坑入口




















































-段目の段丘面には.水田と集落が立地 しているD (写 1-2〕佐渡は,決 して降水且が
多い方ではないが.大佐渡においては背後に大佐渡山地という大きな山塊が也値 しているた
め,水田耕作のためLZ)用水は十分確保されているようである01.000m規模の山地部からの
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① 赤泊威 rl_D 軌上城 ㊨ 渋El城 ㊨ 舟下城
② 要番号城 ⑫ 上新線奴
① 五十里城 (B) 河原田城
① 泉 城 qi) 北方城
① 爪生屋城 ⑬ 盟野江戚
① 大野城 ⑲ J当分城
⑦ 大府城 ⑱ 推大成
① 人相出城 盛 雄此山城





勧 竹田城 ㊨ 村山城
虜 多田城 ⑳ 目黒町域
轡 篠津城 ⑳ 谷塚城
@ 西方城 ⑳ 矢馳城
歯 酉三川城 ⑳ 吉井城
⑳畑野地 車-吉岡城



































































































-年の産執 銀一万五千茸 目.金百貫 目.
これが,佐渡金銀Illの鰻盛期を端的に示す数字である｡座長か ら寛永までの約30年間は体腔
金山史上.画期的な繁栄の時期であった｡




















































































































年 月 人 口 両 群 人 口 密 度 lkJ当たり減少数 減少率
昭和30.10.1 30.619人 21.4.20ki 130.0 - -
35.10_1 28.892 235.47 122.7 7.3 5.6
40.10.I 26,494 235.49 112.5 10.2 8.3





が化られ,30年代は特に著 しい増加ぶりを見せているO しか し,40年代では全く摘=速 し,LtL-
･Tht^ 員からみて限界点に適 したものと思われるO (表 3-2-1参照)
表 3-2-1 年次別世帯数の推移と指数
区 分. 総 数 普 通 世 箱 準 世 帯
実 数 指 数 1世′;昔当たり人員 実 数 指 数 1世嵩当たり人員 実 数 指 数 =世帯当たり人員
昭和30年 5734 川0∩ 5.2 5.494 100,0 5.4 240 100.0 2.4
35 6,Oil 104.8 4.8 5.734 104,4 4.9 277 115.4 2.1
40 6.281 109.5 4.2 5,986 109.0 4.3 295 122.9 I.8








るまで年 々増加の慣向を示 していたが,合併故における自然動態 (出生 ･死亡 )又は,社会
動態 (転入 ･転出 )の草 しい蛮掛 ･こより,漸次戚少の一速 をたどり,昭和30年の総数 30.619




律地区にあっては,半分以下の著 しい減少ぶりを呈 してい るQ
表 3-2-2 年次別,地区別人 口の指数
30年 -1M として
区 分 外海 府 内 海 府 加 茂 若 年T間 排 河 崎 水 汝 岩 首
昭和30年 In°.∩ loon lDOO 10ユり 100,0 lr)OO 1000 lOOO
35 93.9 99.6 95.5 9乙畠 96.5 93.2 85.8 922
4∩ 78,7 79.2 87.6 呂1.9 94.2 85.3 69.7 BL川
45 64.1 63.5 79.7 73.7 85.1 75,3 56.7 65.∩
｢昭和50年国勢細萱 両津市の概要｣よ り
両雑巾は,佐波の薮玄閲でありなが ら,海岸線84七hIにも及ぶ延長をもち,昭和45年に辺地








U L++ +% ククjA / W 入
言 ケ牙 ク～% クク1 Tj:祐ククク双 方入
クタグ クレク勇′ /串
302. ククク / クレ /メカ カー 勇 雄 ∠ ■■--
1009 茨クタグ% ク二杉 % ククク化携符南*'堂Z クク
k'f盲'*'(oxo/23 {+U ク茅ケタフ♭ククク シク猪
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L++A +++ +LU ++U +{K +jU +i ク刀 % クク♭クク欠杉
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(x= * 年 次 別 構 成 比
30 35 40 一5 5fl 30 35 u 45 50
人 口 総 数 30.60928.89226.4942ま18322.110lOnO1000100.010001000
0-1.4才 (咋少人口) 10.300 9.276 7.333 5.669 4.733 33.6 32.1 27.7 24.1 21.4
15-64才(生産年令人口) 18.26817.35616.84515.263l4.399 59.7 601 63.6 65,0 65.1
図3-3-1 年令層別人口構成
1816 1412 10 8 6 4 2 0盲人 02 4 6 8 10 121416 18











区 分 昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年
盟 女 罪 女 男 女 男 女 男 女
計 14,687 15､932 13-731 15.161 12,481 14.013 ll,On6 12.477 10.431 ll.679
0- 4 1.573 I.532 1.164 1.173 1.n48 991 78r) 713 689 62n
5J-9 lT974 1.967 1,544 1.508 1.155 1.149 993 川nO 752 721
10-14 I.677 1,587 i.937 1.95n 1.506 1_.484 i.083 I.100 989 962
15-)19 1.295 1,398 1.095 1.090 1.250 1.242 825 806 686 721
20-′24 1,181 1.325 792 1.028 446 633 512 610 427 430
25-ー29 1,055 1.169 I.n60 1.142 712 898 496 581 641 623
30-34 877 1,127 990 1.103 LOOT 1.097 700 863 525 571
35-39 777 985 814 1.047 923 1.038 952 I.029 674 830
40-44 834 941 709 936 781 1.007 897 I.028 952 999
45-49 793 885 772 915 680 925 749 968 851 975
50-54 701 696 737 838 724 885 646 861 725 938
55-.59 529 606 618 659 665 773 641 802 605 822
60-64 52.2 562 474 537 551 6r柑 590 707 616 788
65-.69 409 464 435 496 383 484 455 545 523 66n
70-74 260 347 309 345 329 387 301 378 378 474












区 分 昭和30 35 40 45 50
実数 うち男% 実数 うちTJ,% '岩牧 うち男,% 実数 うち男ガ 実数 うち男%
15才以上人口 20.298 46.6 19.616 4&3 19.161 45.8 日.797 45.8 17.377 4&0
労働力人口 15.466 53.5 14.943 5ユ5 13.67一 52.3 13.138 51.4 12.751 52.4
就水 音総数 15.3Og 53.6 14.890 52.4 13.58ー 52.3 13.040 51.3 1乙621 52.I
EL,こ仕 事 (15.15D 53.5 13.104 56.7 lLTZl 60.2 ll.Jog 57.7 10.151 63.3
従 に仕 すー I.561 14.7 I.575 84 i.581 4.7 2.384 3.9
休 誰 小 15日 61.A 225 64.4 152 63.8 5n 72.5 86 73.3
ンLE全欠某省 147 52.4 53 62.3 113 50.8 98 608 130 75.4
非労働力人口 4.832 24.2 4.673 26.6 5.487 29.8 4,659 29.9 4,626 28.6
ii' 小 i.993 2.3 1.4307 0.9 1.784 2.6 1.753 1.4





節3次耗典-と移動した人口は,昭和40年次でLJ勉 (うち第 2次席業 3,%,第3次産楽日%)
昭和 5畔 次には27矩 (うち解2次産澄 6%.帯3次在英21,% )と大巾な動向を示しており,







昭和30年 昭和35年 昭和40年 昭和45年 昭和50年
｢昭和 50年国勢調査 両津市の概要｣より
表 3-4-2 産業別15才以上就業者数
区 分 l昭和30年 35 40 45 50
計 うち男 計 うち男 汁 うち男 計 うち男 計 うち男
総. 敬 15,309 8,20514,890 7.808]3.561 7.07613.040 6.351】2.621 巳578
第 1次産業 10.422 5.122 9.181 4,347 7ー310 3.453 6.005 2.726 5.159 2.4JT3
良 薬 &446 3.517 7.725 a】75 6.260 2.551 5.130 1.944 4.321 I.732
林薬 .狩猟 薬 56n 354 345 201 108 90 32 26 17 15
漁 業水 産 養 殖 LH6 1.251 1.111 971 942 812 843 756 821 726
帝2次壷井 1.287 1.047 1.614 L211 I.6M 1.124 1.754 1.234 I.794 I.206
鉱 兼 59 44 92 65 67 45 60 47 40 24
建 設 業 579 557 859 723, 864 702 949 765 924 756
製 造 業 649 446 663 423 669 377 745 422 830 426
第3次産薬 3.600 2.036 4.089 2.247 4.849 2.499 5.281 2.72g 5,657 2.896
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昭和30年 35 40 45 50
計 うち男 汁 うち男 軒 うち男 計 うち男 計 うち男
電気 , ガ ス水 道 X- 57 58 53 47 65 60 66 59
サー ビス 葬 1229 547 1.らll 721 I.592 720 1.931 850 2.I)92 882







a 両陣市内中学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
卒好F 卒蔑者総数 進 学者 就 職 者 家一野従寧者(農兵を含む ) 就職しながら進学してい る 者 これらIこ分類 されない . 者 卒報者総数対前年 比
昭和 4坪 計 516 420 68 2 18 8 (loo.78)
‖OO) (81.日 日3.2) (0.4) (3.5) (1,6)
輿 257 22 25 1 6 3
日∩0) (86,4) (9.7) (04) (23) (I,2)
女 259 198 43 1 12 5
‖OO) (76.4) (16.6) (a4) H.6) 日.9)
昭和4昨 汁 478 川9 37 6 6 20 (92.6日
(lOtI) (8瓦6) (7.7) rl.3) 日.3) (4.2)
男 239 211 20 2 1 5
(loo) (88.3) (&4) (0_8) (0.日 (al)
女 239 198 17 4 5 ;15
(Inn) (82.8) (7.日 日.7) ( 2 .日 (6.3)
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卒静 卒共著総数 進 学 者 就 職 者 家事従坪者(鵡英を含む ) 就職しながら進学 してい る 者 これらに分類 さ れ ない 者 卒R'者総数対前年 比
昭和47年 計 445 384 41 - 7 13 (93.ln)
(loo) (86.3) (9.2) - 日.6) (2.9)
輿 219 193 22 1
‖OO) (88.I) (10.0) - 川5) (1.4)
女 226 191 19 - 6 10
(lop) (84.5) (&4) - (2,7) (4.4)
昭和48年 計 450 411 22 - 4 13 (lot.12)
(100) (91.3) (A.9) - (09) (2.9)
男 222 20 10 3 8
(loo) (90.5) (4.5) - 日 .4) (3.6)
女 228 210 12 - l 5
(100) (92.1) (5.3) - (0.4) (2.2)
昭和49年ri 計 443 401 18 3. ll 川 (9a44)
(100) (90.5) (4.1) (0.7) (2.5) (23)
男 214 196 8 2 3 5
‖OO) (91一6) (3.7) (0.9) (1.4) (2.3)
女 229 205 lO I 8 5
｢昭和49年 両津市の卒某動 向 1両津 市｣より作製
b 佐渡島内高等学校 (単位 :人 ) ( )内 ;構成比
卒頚年 草薮者総数 進 学 者 就 職 者 宏-W 蹄 者(皿選を含む ) 就戯 しなから遊学してい る 者 これらに分類 さ れ ない 者 卒業者総数対前年 比
昭和45年 計 481 106 270 9 6 90 (94.87)
(100) (22.∩) (56.6) (1.9) (I.3) (18.7)
男 23n 53 121 6 2 48
(10n) (23.0) (52.6) (a6) (0g) (20.9)
女 251 53 149 3 4 42
Uno) (2一.0) (59.4) 日.2) 日.6) (16.7)
汁 4ー6 96 233 5 5 77 (86.49)(lop) (23.1) (56.0) 日.2) 日.2) (18.5)
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忘＼卒選者総数 進 Jtf者 就 職 者 飼 -i従雪堵〔吐典を含む ) 就赦しながら遊学してい る 者 これらに分類 されない 者 卒業者総数対前年 比
昭和46年 罪 2n8 51 112 3 - 42
‖OO) (24.1) (53.8) 日.4) - (20.2)
衣 208 45 121 2 5 35
(川0) (21.6) (5&2) 日.0) (2.日 (16.8)
IlH.J綿]47年 計 383 84 197 12 6 84 (92.07)
(川り) (21.9) (51.日 (3.日 (1,6) (21,9)
鍋 194 47 2 5 - 50
(100) (24.2) (47.日 (2.6) - (25.8)
if 189 37 105 7 6 34
日0n) (19.6) (55.6) (3.7) (3.2) (18.∩)
昭和48年 計 368 94 188. 3 1 82 (96.08)
(100) (25.5) (51.日 (0.8) 川3) (22.3)
罪 180 4 3 - 51
‖OO) (24.日 (46.1) 日.7) - (28,3)
衣 188 50 105 - 1 31
‖OO) (26.6) (55.9) - (0.5) (16.5)
昭和49年 計 379 96 192 1 9 81 (102.99)
(loo) (25.3) (507) (0.3) (2.4) (21.日
盟 185 44 87 - 53
‖OO) (23.8) (47.0) (0.5) - (28.6)











a 両津市内中学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
･卒 業 年 就吸音総数 市 内 ① 島 内 ① 県 内 ① G}噴一十百) 県 外 県内+県外
昭和45年 計 68 9 ll 6ー 36 32 48
(100) (la2) (112) (23.5) (52.9) (47.1) (70.6)
男 25 6 2 5 13 1 17
‖OO) (24.0) (8.0) (20.0) (52.0) (48.0) (68.0)
女 43 3 9 ll 23 20 31
‖O∩) (7.0) (209) (25.6) (53.5) 日6,5) (72.1)
昭和46年 計 37 8 6 9 23 14 23
(100) (21.6) (162) (24.3) (62.2) (37.8) (62.1)
男 20 6 2 6 14 6 12
(100) (30.∩) ‖OO) (ョoo) (700) (300) (60n)
女 17 2 4 3 9 8 ll
‖OO) rl1.8) (23.5) 日7.6) (52.9) (47.1) (64.7)
昭和47年 計 41 1.4 3 6 23 18 24
(100) (34.2) (73) (14.6) (56.1) (43.9) (5巳.5)
男 22 9 2 14 lO
rl00) (40.9) (13.6) (9.日 (63.6) (36,日 (45.5)
女 19 5 - 4 9 10 14
(100) (26.3) - (21.日 (47.4) 5ー2.6) (73,7)
昭和48年 計 22 4 I I 6 16 17
‖OO) (la2) (4.5) (A.5) (27､3) (72.7) (77.2)
.男 lO 3 - 1 4
tl00) (300) - (10ー0) (400) (600) (700)
女 12 1 I - 2 lO 10
(100) (a3) (8.3) - (16.7) (83.3) (83.3)
昭和49年 計 18 6 i 2 9 9 ll
(loo) (33.3) (5.6) (ll.1) (50.0)l r500) (61.1)
男 1 1 - 2 6 6
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卒 菜 年 就敬老総数 市 内 ① 島 内 仔)県 内 ① G)1① 唾)県 外 県内十県外
女 lO 5 - 2 7 3 5
｢昭和49年 両津の草薮動向 両津市｣より作製
b 佐波島内高等学校 (単位 :人 ) ( )内 :構成比
L卒 黄 年 就職者総数 市 内 ① 島 内 ¢一)県 内 ① ①㊥ 句 県 外 県内+県外
昭和45年l 計 270 46 8 57 111 159 216
(IOの) (17.0) (3.0) (21.1) (41.1) (59.0) (801)
罪 121 16 5 24 45 76 100
(100) (13.2) (4.日 C19.8) (37.2) (62.8) (82.6)
女 日9 30 3 33 66 83 1
llOO) (201) (2.0) (2乙1) (44.3) (55.7) (77.8)
昭和46年 計 233 31 5 33 69 164 197
‖OO) (13.3) (2.1) (14.2) (29.6) (70.日 (84.6)
罪 112 9 4 17 30 82 9
(100) (aD) (a6) rl5.2) (26,8) 日3.2) (8乱日
女 121 22 i 16 39 82 98
(100) (18.2) (08) 日32) (3a2) (67.8) (81.0)
l昭 和47年 汁 197 36 3 32 71 126 158
(100) (18.2) 日.5) 日6.2) (35.9) (6m) (803)
盟 2 14 1 13 28 64 77
(loo) 日5.2) (I.日 (日.1) (SO‖ (69.6) (83.7)
女 105 22 2 19 43 62 81
‖OO) (21.0) rl.9) (18.1) (41.0) (59.0) (77,日
昭和48年 計 188 31 13 29 73 115 144
(上on) (16.5) (6.9) (15.4) (3&8) (61.2) (76.6)
男 3 13 12 28 5 67
日nl日 (15.7) (3.6) 日4.5) (33.7) (66.3) (80.8)
女 川5 18 lt】 17 45 60 77
日nO) (17.日 I (9.5) fl6.2) (42.9) (57,1) (73,3)
I 計 192 30 15 31 76 116 147
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卒 業 年 就件宥総数 市 内 の 島 内 圧)県 内 ① ①伽 )県 外 県内+県外
昭和49年 輿 87 ll 6 21 39 48 69
(loo) (12.7) (6.9) (24.2) (44,8) (55.2) (79.4)








(単位 :人 ) ( )内 :梢城比
卒築牢卒共著総数 (D 進学者(島 外 ) a)県 内就 職 者 守)県 外就 職 者 伝) + ① 管が警匙している者 占.lij外流出者?十度 瑠
昭和45年 481 106 57 159 216 6 328
(100) (22.0) 日1.9) (33.日 (44.9) (1､3) (6&2)
昭和46年 HG 96 33 164 197 5 298
‖OO) (23.日 (7.9) (39.4) (47.4) 日.2) (71.6)
昭和47年 383 84 32 126 158 6 248
昭和48年 368 94 29 115 144 1 239
(loo) (25.5) (7.9) (31.3) (39.日 (03) (64.9)









(単位 :人 ) ( )内 :構成比
卒 単 年 県外計茨 城 埼玉 千 東京 神奈川 静岡 岐 阜 愛知 京都 大 阪 その他
｢行内中早校 昭和45年 32 1 _1 2 18 5 3 2
(100)(3.日 (3.日 (83)(56.21(15.6) (9.4) (6.3)
46 14日nO) L 1且(gag) ∫ 1(7.)
47 18(100) 3日6.7) ll(61一J 2日1.I) 1(5.6) 1(5.6)
48 16‖OO) I(6.2) gr50.OI 2日乙5J 2日2.5) 3日8.8)
49 9(100) 5(55.6) 1日Ll) l(ll.日 1日1.) 1(ll.日
島 昭和45咋 159 13 2 114 14 2 1 3 2 8
(100) (82)日.3)(71.日 (88) (1.3) (0,6)日.9)日.3) (5,0)
46 164 3 I 123 2ー 6 1 2 7
内高 (100) (1.8)(0.6)(75.∩)(la告) ( 3.7) (0.6) (1.2) (4.3)
47 127 8 3 loo 4 3 2 3 4
等学 ‖OO) (6.3)(2,4)(7&7) (ま1) (2.日 日.6) (2.4) (3.日
48 115 8 1 81 9 3 4 1 1 7
校 (ln0) (7.∩)(0.9)(7011 (7.8) (2.6) (375')(0.9)(09) (6.日
ー 49 116 1 14 4 旨0 6 I I 6 3
(100)(0,8)日2.日 (3i5)(69.0) (5_2) (0.8)(0.8) (5.2) (2,6)
｢昭和49年 軸作の卒漫助向 両津市｣より作製
表3-5-4に見るとおり,中卒 ･敬弔ともに.虫京都への就職者が圧倒的に多い｡次いで,











転 出 H7 489 936
転 入 503 322 825









転 出 構 成 比 転 入 構 成 比 転出入超過数
総 裁 447 100 503 川0 56
相 上 圏 12 乙7 5 I,0! △7
新 発 田 園 6 1.3 8 1.6 2
新 潟 圏 1 4 4 32.2 248 49.3 川4
(うち,新潟市 ) (114) 25,5 (204) 486 (90)
土 泉 圏 15 3.4 ll a2 △4
三 条 , 蒸 圏 58 13.0 18 3.6 △40
長 岡 , 小 出 圏 68 15.2 22 4.4 △46
柏 崎 ■ 鼎 3 0.7 2 04 △ 1
六 E) 町 圏 1 0.2 1 0.2 0
十 日 町 圏 8 1.8 1 0.2 △7
上 越 圏 3 07 】 31 6.2 28
(うち.上越市 ) - - (26) 5.2 (26)
糸 魚 川 圏 1 0.2 i 0,2 O
△は転出超過数を示す｡
｢市総合開発計画 :缶料綴 両建市役所｣よ り作製












転出 構成比 転入 構伝以七 転出入超過数 転出 構成比 転入 構成比 転出入超過数
総 数 489 100 322 lnO △ 167 岐 阜 3 α6 2 06 △ 1
北海道 6 1.2 14 t3 8 巾 岡 15 3.I 9 乙8 △6
青 森 4 u8 - △ 4 愛 知 10 aO 5 1.6 △5
岩 手 1 0.2 - △ 1 三 重 1 0,2 - △ 1
宮 城 6 1.2 6 1.9 0磁 缶 - - -
秋 田 9 1.8 - △ 9 笥 萄 5 1.0 3 0.9 △2
山 形 5 1.0 1 0.3 △ 4 大 阪 7 I.4 2 0.6 △5
宿 駅 3 0.6 6 I.9 3 兵 曜 - 4 1.2 4
茨 城 4 08 1 0.3 △ 3 轟 丘 2 0,4 1 0.3 △ 1
栃 木 4 0.8 3 u9 △ 1 和牧山 2 0.4 - △ 2
群 馬 6 I.2 7 ユ2 1 鬼 取 - - -
埼 玉 49 10.0 41 127 △8 由 樋 - - -
千 蛮 40 &2 23 7.1 △ 17 閉 山 - I 0.3 1
東 成 213 4a6 123 38.2 △ 90 !t 品 2 0.4 3 α9 1
柵套川 59 lal 34 10.6 △25 山 口 - - -
富 山 20.4 I 0_3 △ l 櫨 良 - - -
石 川 8 I.6 - △ 8 香 川 - - -
福 井 - 1 0.3 1 饗 盈 - - -
山 梨 2 0.4 - △2 rn 知 - - -
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転出 耶ー 比 転入 秘説比 転出入組過数 転出1榔 比 軒 ＼構成比 転出入超過数
托 賀 - - - 宮 崎 2 0.4 1 03 △ 1
長 崎 - - - 鹿児島 1 什2 - △ 1





















(単位 :人 ) ( )内 :構成比
年令階層移動理由汁 0-14 15-1g 20-ゼ4 25-2g30--3435-ノ39 40一4445-49 50才以上
計 482 93 43 97 98 43 26 23 25 35
(100)(】9.3) (8.9)(20.日 (20.3) (8.7) (5.4) (4.8) (5.2) (7.3)
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イーF-令階層捗亙rJP_虹t 計 0-′14 15-19 20-ー24 25-4g30-34 35-3940-4445-ー49 50才以｣二
政 輿 .196 2n 54 42 28 14 ll 14 13
(40.7) (46.5)(55.7)(42.9)(ti6.7)(53.8)(47.8)(56.0) (37.日
出 稼 ぎ - - - - - - - - -
草 薮 21( A.4) 3(3.2) 13(302) 3(3.1) ir川)l 1 -
東 成 lt6 63 5 7 16 6 9 6 2 2
(24.日 (67.7)(ll.6) (7.2)(1a3)(日,3) (26.日 (8.0) (5.7)
戸 潜 54 2 22 25 2 1 2
(ll.2) (4.7)(22.7)(25.5) (4.8) (4.3) (5.7)
そ の 他 95 27 3 ll 日 6 2 5 9 18
(注 ) 'it族-･･.轍某 (父親の転軌など )lこ家族がついて行くこと｡

















(単位 :人 ) ( )内 :椛成比
表 3-6-5 年令階層別に見る転出の事情
b 県外移動の巌合
計 489 41 207 113 54 14 16 8 7 29
(100) (a4)(42.3 ) (23､1)日1.0) (2.9) (3.3) 日.6.) 日.4) (5_9)
(100)‖OO)(100)(100)‖OO)(100)(100)(100)(loo) (100)
職 英 238 98 75 30 7 8 6 3 ll
(48.7) (47､3)(66.4.)(55.6)(50.∩)(50.0)(75.0)(42.9) (37.9)
出 稼 ぎ 4(0.8) 1rl.9) 2(25.0) 1(3.4)
# # 126(25-8) 1(乙4) 102日9.3) 23(20,4) 0 -
家 族 42 25 2 4 4 2 1 3 1
(86)(61.0) (I.0) (3.5) (7.4)(14.3) (6､3) (4乙9) (3.4)
戸 衛 22 1 9 8 3 1
(4.5) (0.5) (8.0)(14.8)(2】.4) (3.日




(単付 :人 ) ( )内 .･構成比
汁 343 65 18 65 74 29 20 16 22 34
(100)(19.∩) (5.2)日9.0)(21.6) ･(8.5) (5.8) (4.7) (6.4) (9.9)
(100).(川0)‖OO)(In°)日0.0)‖OO)(10n)‖OO)‖OO) ‖OO)
職 業 135 7 26 33 17 9 12 16 15
(39.4) (38.9)(40.0)(44.6)(58.6)(45.0)(75.0)(72.7) (44.日
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酔告僧侶移動理計OJ-14 15-.1920-242ト 2930-3435-し39 40-4445-49 50才以上
tLJJ.稼 ぎ 3(0.9) 2(3.1) 1(2Y9)
改 築 8(2.3) 1日.5) 2(ll.1) 4(6.2) 1日.41 -
女 族 88 42 2 7 18 4 5 2 3 5
(25,7)(64.6) (ll.1)(10.8)(24 .3 )(13.a)(25.0)(12,5)日3,6) (14.7)
戸 拝 34 1 15 lO 5 1 2 -
(9.9) (5.6)(23.日 (13.51fl7.2) (6.3) (9,日




年令碑同移動若鮎白計 0-､1415.-19 2(ト′2425-那 -SOへ.3435-39 4(ト.4445-一9 50才以上
計 322 53 21 川7 66 u 1.rj 9 6 21
(100)‖OO) ‖O∩)日nn)(10CI)(100)(100)(lop)(100) (100)
晩 発 112 6 48 30 12 7 2 2 5
(34.8) (28,6)(44.9)(45,5)(500)(46.7)(22.2)(33.3) (23.日)
lil稼 ぎ 6 1 2Ii 1 1 1(1,9) (4.8) 日.9) (ll.1)日6.7) (4.8)
学 業 6日.9) 1(1.9) 5日.7) -
家 族 52 29 1 .i 8 5 1 4 1
(16.1)(54.7) (4.8) (2.8)(12.ll(20.8) r6.7)(H.日 (4.8)
- 13]-
令階層移動理由計 (い-1J 15-1920-2425--29 3nr-34 35-3940-｣445r-49 50才以上














転 出(県内へ) 482 93 43 97 98 42 26 23 25 35
(県外へ ) 489 u 207 113 54 14 16 8 7 29
計 ① 971 134 250 210 152 56 42 31 32 64
転入(県内から) 343 65 川 65 74 29 20 16 22 34
(県外から) 322 53 21 川7 66 24 15 9 6 21
計 q) 665 118 39 172 l川 53 35 25 28 55







木虚 秀子 訴醐 代)
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＼一 ､ / / -¶
170025 5075180025 5075190025 50 75 (午)
元禄元年 (1688)～明治45年 (1913)-･｢佐渡牛｣(富岡東朔)
大正元年 (1913)～大正13年 ｢佐渡の畜産｣(佐藤源五郎)
昭和13 - 昭和30 下越支庁佐渡分室




















1960年 1965年 1970年 1975年
牧内 乳開 役肉用牛 役肉 乳用 役肉用′巨 役肉 乳用 役肉用牛 役肉 乳稲 役肉用牛
用牛 午 の牛lこ対 用牛 午 の牛に.対 用牛 牛 の牛に対 用牛 午 の牛に対
頭数 項数 する割合 頭数 頭数 する割合 頭数 頭数 する割合 頭数 頭数 する割合
荷津市 顔 頭 /%l A 頑 ～ 頭 頭 形 顔 頑 舞i.000 31 834 34 567 28 95.2 25n ll 94.7
佐波郎 4,749 647 3.640935 2.318 2,410
相 川 1.243 58 1.059 81 818 36 95.8 684 18 97.A
佐和田 Ann 34 304 75 196 66 74.8 268 86 75.7
金 井 574 98 337164 229 107 681 48l 63 8&4
新 地 478 141 249144 1一一'116 41.0 92 131 41.3
佃 野 631 96 137113 362 134 一9.7 232 151 6m6
iT 野 517 55 526 62 319 109 49.5 217119 64.6
小 木 135 14 85 28 31 43 3a3 7 44 la7
羽 茂 403 123 323157 251 148 62.9 213 90 70.3
赤 泊 368 28 320 111 287 178 61.7 216 198 52.3
ft 196n,1965,19L70,1975年農業 センサ女






1957 1975 1957 1975 1957 1975
lid-維市 2 250 阿 崎 192 22 内海府 20
両 緒 - - 水 杜 rT一 31 内海肺 52 86























両IJtrI7'では 1960年に29.9%だったものが. 1975年には4.7,%Cこなっているし,佐渡郡では 38.7
,obか ら&5%に減少 している.
以前は2-3戸に一戸は年を飼 っていたれ 今 日では牛を飼 っている人は-か所に集中し
ているらしいQ肉用牛飼養農家ヰ',は相川町が 14.4%と高い｡ これは相川町全体が大佐渡山地
の片斜面を占めているからであろうo
その他,国中平野の水田地溝 (佐和田町 ･金井町 ･新軌町 )にも牛を飼 う農家は少ないこ
表 1-3 役肉牛飼車農家率
1960年 1975年
役 肉 用 牛 松 良 家 敬 役 肉 用 牛 役 肉 用 牛 総 良 家 数 役 肉 用 牛
飼養虚変数 飼養畏ま畢 飼養良家数 飼巷農家率
両冊 lh- 885戸 2.961戸 29.9,% 125戸 乙649声 4.7,%
佐政岬 4.193 10.827 3&7 804 9.497 &5
相 川 ml 862 2.lらl 40.I 232 1.607 14.4
佐 ■和 脚 町 395 1.293 305` 88 1,086 &0
金 井 町 541 1.563 3一.6 77 I.418 5.0
新 鹿 町 464 1.246 372 49 1.057 4.6
佃 野 町 57畠 1,389 日.8 122 1.170 10.3
共 野 町 494 925 511 81 1.068 7.6
小 木 町 134 511 2&2 6 46ー) L.3
羽 戊 町 392 98i 3q.9 65 937 6.9
赤 泊 町 333 768 4aa 84 674 12.5
参考 :1975年 虚業セ ンサス














役 肉 用 牛 総 虚 '変 数 役 肉 用 牛 役 肉用 牛 総 出 蒙 数 役 肉 用 牛
飼養出家数 飼薙良家率 飼養Ln家数 飼養出家率
両津市 942 2.857 ヨag 125 乙649 4.7
両 津 - 56 - - 33 -
加 茂 368 且45 43.2 34 787 4.3
河 崎 192 90一 21.2 14 801 17
水 津 74 221 33.5 17 195 &7
岩 首 89 236 37,1 4 211 I.9
内海府 52 3ー9 37.4 6 146 4.1
内海府2-1 32 58 55,2
参考 1957年 両津市市勢要蒐





















合 計 排 計 畜産 計 寄産合計 肉用午畜産 乳用畜産計 肉 用 牛 乳 用 牛 防 苅
全 国 9.275.8236.441,7712.SIS.931 285.33l649.590876.293762.268 2&2 10.9 24.7
新 剤 323,426 264.455 57.638 4.778 9,733 27,835 15.106 1'7.8 aZ 16.9
佐 波 17,125 14,787 2.206 682 476 661 384 12.8 30.9 21.6
両 雄 2.721 2.494 212 31 5 152 24 7.8 14.6 2.4
相 川 I,391 I.266 124 96 4 8 16 ag 77.4 3.2
佐和田 1.650 i.497 142 51 50 34 7 &6 35.9 35.2
金 井 2.318 1.946 365 130 49 158 28 157 35.6 13.4
新 触 2.063 1.858 198 1g 82 22 75 9.6 9.0 4u
畑 野 I.860 i.498 348 30 68 78 】70 lE.7 a9 19.5
井 野 1,654 I.507 128 46 46 29 7 7 35.9 35.9
小 木 759 704 51 3 22 20 6 6.7 5.8 43.1
羽 茂 I.862 1.402 439 242 41 143 13 23.6 55.I 9.3
両津市をみてみると,番唾収入に対する肉用牛収入の剖合いが 14.6,%'と,他の大佐渡山間
放牧を している地域 (相川,金井 )よりも低いととがわかる｡この 14.6%とは,市全体の割
合であるので.飼隼段象甲の高い所や,低い所の平均の値である｡ したがって,飼養農家串






































地 区 名 牧 草
乙 柑 地 区 シバ シバスゲ 白クロー/i- ミヤコブ サ ヤマヌカポ .ヘ ビイチゴ チ ド
メグサ
妙 見 〝 シバ 白クロ-パ- エゾオオバ コ スミレ ウシノケグサ ヤマヌカポ チ
ドメグサ
大 塚 lLJ u シバ 白クローバー ヤマヌカポ ミヤコグサ ウシノケグサ ウマ .ノアシガ
タ ヒメハギ
人-作.Llコノ后〟 シバ ミヤつグサ 白クローバー アオスゲ ウシノケグサ ウマノアシガタ
イモリガ平 ヒメ-ギ
ジャバ ミ 〝 シバ チ ドメグサ ゲンノショウコ スミレ ウマ ノアシガタ コナスビ
タダラ嘩 〃 シバ ヤマヌカポ エゾオオバコ ス ミレ スズメノヤ リ
間 峰 〝 シバ ノコンギク ヤマヌカポ スズメノヤ リ エゾオオバコ .ウ マノアカシ
ダ スミレ
史雪 山岳 〝 シバ 自クロー/I- チ ドメグサ チッポス ミレ ヤマヌカポ エゾオオバ
二】
金 剛 山 〝 シバ ミヤコグサ 白クロ-バ- チ ド}グサ ウシノケグサ スミレ エソ
オオバ コ
大 fr越 〝 シバ チ ドメグサ ノコンギク ウ7 ノアシガタ ヤマヌカポ ス ミレ
山 居 〝 チ ドメグサ オオイ トスゲ クチンポス ミレ カンスゲ シバ チゴユ リ ヨ
モギ











































の半島部だけでも次のような地名が記されている9新左衝門牧 ･木戸本･馬こめ ･大木声 ･
木戸沢 ･木戸のわき･垣外 ･｡陶土庁地理院発刊の50.000分の lの地図 ｢両津｣を見ても干










































従 って,大垣の成立をそれ以前 とす ることはそ う難 しい ことではない｡ 大 垣 成
立以前にも大佐渡では和牛が放牧されていたことを示す地名がある.大旧蒔,牛タバカチ,
牛掲揚,風蒔,ビヤの沢 (以上柴崎 )･シロマキ･牛落 (見立 )･ドテマキ (願 )･ゲ ンマ
ンマキ･大垣内 ･シンダ牧 ･カクシャ牧 (虫崎 )･牛壌 (黒姫 )･当才牧 ･牛込沢 ･京ガマ












地 区 名 面 積 頭 数 放 牧 部 落
I.乙 和 地 地怯= 600町 150頑 相川,沢根,山田,宵野,巽北寺,大柿,高瀬.小川 達者 北秋
2.妙 見 二 ノ 柑 〝 80n 150 吉井,金沢,北秋,戸地,戸中.北片辺.南片辺
I3､大 塚 山 〝 800 200 戸地,戸中,北片辺!南片辺
4.大谷,中ノ岳イモ リカ平 400 7n 長江,河内,飲代.,石花
5.ジ ャ バ ÷ 〝 I,20n 230 石花,後尾.北河内.歌代.北江島
6,タ タ ラ 蜂 〝 800 150 八川,千本,羽5.梅*,椿,駒坂
7.RiJ 瞭 〝 400 100 千本,高下 ,北田ノ浦
I8.星 F17 山 岳 山 〝 500 90 小野見,石名.小田
9.金 剛 山 〝 600 60 白軌 北五十里,玉崎
川.大 倉 越 〝 I.000 230I 和木,馬首,北松ケ崎,平松,浦川,歌 R.黒姫 小田 大分,矢柄軌 五十浦.岩谷[コ
ll.山 屠 〝 800 15D 北小浦,免立,虫崎,疏,.其便川,北鶴島
参考 ｢佐渡牛｣ 大佐密林闇放牧組合発行
(4) 山間放牧の実状 (両津市 山居放牧場)
(D 山Jb'･放牧場の実状
両津市には 2つの放牧協がある.山屠放牧脇と.ニッ他放牧場がそれである｡その他にも







メー トル.外h'Ti府の共更川か ら北小浦へ感 じる山腎道のジ ャ)ー道を自助恵で約15分登 った所
- 1 45 -




























飼亜頭数 (1)子取 り用 (2他作rFl ほI売る予定 (4)役用 .種牛
めす牛頭数 の牛頭敷 の子牛頭数 頭 数
rJi津市計 105 5g 21 3
両 - - - -
加 茂 30 a 2 1
河 崎 10 5 3 -
水 粗 15 7 1 l
岩 首 1 a - 1
内軸FI;1 1 3 3 -
内海府2-1 32 17 10 -





沌 :｢1975年 腿其セ ンサス｣より
放牧潮間は定まっていないが,4月下旬から10月上旬までの約 160日ぐらいである.
山屑放牧助の管理-E体は,再那や_rfTであるが,如実には,この団体官尊地開発車菜の管理選









































































年度 Zji 英 名 郡 発砲 総弔葵や 補助対象事 典 や 左 の n 迫 区 分 公駈資金幽 戯 市 町 村 そ の 他
45 牧 通 I.2907W ll.76伊f5 ll.76即日 5.883咽(50,%) 1.17伊円‖o諮) 470明日3,%) i,23冊qr37%) 3.M帆∃
46 坂 道 1.2301,1 】3.On√) 13.000 6.500 1.30n 2.120 780 2.300
隔 障 物 10.∩00けI (50) 日0) (16) (24)
47 坂 道 21.147 20.000 20.000 10.000 乙000 4.000 800 ま200
隔 陪 物 ll.000 (50) tl0) (20) (20)
49 野 草 地 20.7一.a 5,670 5,670 2.835 1.701 283 851
改 良 (50) (30) (4) 日6)
50 野 卑 地 29.3Fa 9.780 9.780 A,890 乙934 489 297 1.170














































































現在の大日堂は享保3年 日 718年 )に再iAされたもので.皆川村 (新鹿村より西へ25は )の
椿兵衛が迎投の梯柴となって同越され現在に及んでいるO
寺の行事としては何も行なっていないoまた昨渡牛信仰のお札はここで発行しているOま










































(む 民 有 林



















b 公 有 林 r ､









































































































-- 15 汚 - -
穀には8-12年生まで実施する｡
実施期間‡加､ずれも鰍lt後可能な限り.すみやかに行なうものとする｡



















































白木 ･江敢 ･琴浦 ･深浦 ･羽茂などがあり,訪野噂には.沢根,大佐波沿岸では,姫津,確執
米郷,二見,藻浦.達者,高裁,商千など,両津碑沿岸には,柴崎 ･北小浦 ･親姫 ･浦川 ･和
























































































































































A家では,祖父 (67才 )が漁業協同組合役員であり,出漁する｡祖母 (62才 )は.漁には出ず.
出井と家堺を行なう｡父 (37才 )は.両津rFの観光物産会社に勤務 し,母は.保母であり,漁
英はおこなわない.定慣網に従串するはか,さし網,梅環恭瓶などを行なっており,水田は3
反程度,野菜は自給程度であるO将来においても,父は,漁業に従串する意志をもっていないo













































総数は･ほぼ新潟頻の十 日昨 度は約91fr.51年度は2a2% )を占めており, 1つの
市の割合としては,非常に大きいと言える｡
個人独英経営体とは.過去 1年間に30日以上海面漁業を自家単独で営んだ世帯のことで,
数は総数とほぼ一致 していることより.小規模 !,it撫養が営まれていると言 える｡
会社経営とは,会社組織をとり従弟者を雇 って漁業を営むもので,わずか 1杜,5,%を
占めているだけであり, この経営体は新潟北部海区に集中している｡








産組合が存在 している｡ (節1衷参周 〉
L L
第 1泰 経営恥織別慮営体故
市 町 村 計 個 人 会 社 漁業協同組合 漁米生産組合 共同経営 拭壌所
I,I 外 海 府 70 62 - - ー∫ 8 -
内 海 府 129 122 l 1 5
加 茂 242 221 - - 21
両 ` 津 131 115 - - 16
何 崎 124 120 - - 4 -
両 津 (萌 ) 88 85 一一千 十 - 3 -
青 井 92 92 - - - -
両 津 市 計 876 817 1 I 57 -
新 潟 計 3.672
-169-
市 町 村 計 個 人 会 社 曲集協同組合 漁典生産組合 l共同経営 試験所
51～2午皮 外 海 府 66 62 - - - 4 -
内 海 府 99 91 1 - 1 6 -
内 浦 211 203 - - - 8 -
羽 吉 浜 50 43 - - - 7 -
第 - 羽 吉 浜 23 22 - - - 1 -
両 建 118 113 - - - 5 -
河 崎 112 110 - - - 2 -
両 津 (南 ) 10】 96 - - - 5 -
吉 井 89 89 - - - - -
両 津 市 計 869 829 I - I 38 -
新 潟 計 3.752 3.600 18 3 2 127 2
b 経営階層別経営体数


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 29日以下 30i､一89 90-149150-､199200,-249250日以上
外 海 府 70 - 67 3 - - 1内 129 74 42 12
加 茂 242 - 川3 80 43 9 7
両 津 131 16 8 34 59 12 2
河 崎 124 - 29 56 29 9 1
両 津 南 88 - 45 33 2 7 1
吉 井 92 - 7 24 50 7 4
両 津 市 計 ■876 16 333 272 195 44 16
新 和 計 3.672 ･33 1.499 i.042 738 313 47
23.9 48.5 22.2 26,1 26.4 14.1 34.0
51～2午皮 外 海 府 66 1 62 3 - - -
内 海 府 99 - 37. 48 10 3 1
内 浦 211 - 95 85 23 7 1
羽 吉 浜 50 - 27 4 4 15
罪 - 羽 吉 浜 23 - 5 9 7 2
両 津 118 5 15 53 32 13
河 崎 112 - 28 40 31 12 1
両 津 (南 ) lOl - 13 62 24 2
吉 井 89 - 10 50 27 2
両 津 市 計 869 6 292 354 158 56 3
新 潟 計 3.752 19 1.256 1,301 789 335 52
第 5表 事業別 (個人)経営体敢
市 町 村 総 数 漁 兼 の み 漁 業 が 主 漁 業 が 従
16 外 海 .p府 62 - - 62
内 海 府 12? 1 5 116
加 茂 221 ll 29 181
年 両 津 115 33 67 15
- 174-
市 町 村 総 数 曲 集 の み 漁 業 が 主 漁 薬 が 従
両 津 (南 ) 85 - 7 78
吉 井 92 - 10 82
両 津 市 計 817 一6 146 625
新 潟 計 3.5n4 235 978 2.291
両津市の新劇県に占める割㈱ 23.3 19.6 14.9 27.3
51～2年度 外 海 府 62 - - 62
内 海 府 91 - 5 86
内 浦 2n3 3 29 171
羽 吉 浜 43 3 13 l 27
節 - 羽 吉 浜 22 7 8 7
両 津 113 39 59 15
河 崎 Ilo 2 26 82
両 津 (南 ) 96 .I 13 82
吉 井 89 1 16 73
両 津 市 計 829 55 169 605
新 潟 計 3.600 2m 1.015 2.315
両津市の新潟県に占める別納 23.∩ 20.4 16.7 26.1
欝6表 最盛期の従事音数
市 町 村 総 数 家 族 雇 用 者
46午皮 外 海 府 92 92 -
内 海 府 376 263 113
加 茂 623 341 282
両 津 393 179 214
両 津 (南 ) 165 . 115 50
吉 井 108 105 3
両 津 市 計 I.975 I.278 697
新 潟 計 9.125 5.801 3.324
両津市の新潟に占める割合 (形 ) 21.6 22.0 2l.0
- 175 -
市 町 村 総 _数 家 族 雇 用 者
51～2午皮 内 海 府 323 241 82
内 浦 450 407 43
羽 吉 蔽 112 63 49
節 - 羽 吉 浜 87 26 61
両 津 342 146 196
河 崎 209 159 50
両 津 (南 ) 199 .149 50
吉 井 95 95 -
両 津 市 計 1,925 1.394 531
新 潟 計 8,700 5.915 2.785
動力船は.46年度342貸19.7,%から,51年度313壁17.3/%と減少しており, トン数計も同
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